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１． 例会変更

　佐世保西ロータリークラブ

　　８月１０日(火）→８月４日 (水）１８：３０～

　　ホテル万松楼／姉妹クラブ歓迎会のため

　　８月１７日(火）→８月６日 (金）１８：３０～

　　ホテル万松楼／納涼会のため

　　

２． 来　　信

■ガバナー事務所より

　１）ロータリー研究会よりのアンケートのお願い

　２）８月ロータリーレートのお知らせ１＄８８円

　３）「入りて学び　出でて奉仕せよ」例会場掲示幕の

　　　ご案内

３． 伝達 ・通知

・本日は午後４時より九十九島観光ホテルで、第５・６

　グループの会員研修会となっています。出席される

　方は忘れないようにお願いします。

・野田三地之特別代表より暑中お見舞いを頂いております。

・本日は例会終了後、２０周年実行委員会を行いますので、

　担当の皆様はサルビアの間へ移動をお願いします。

・昨日、中村貴会員のお見舞いに行って来ました。

佐世保ロータリークラブ　　　　遠田　公夫様　皆さん、こんにちは。本日は、

例会終了後に 1 時間程度 20 周年

実行委員会の臨時の会議があり

ます。お忙しいことと思います

が、ご参加の程よろしくお願い

致します。

　さて、本日のお客様は、私の

高校の先輩でもある、放送作家の海老原さんをお迎えして

卓話をお願いしております。折角の機会ですので、最後まで

ご拝聴の程、お願い申し上げます。

　

　また、先日、本を読んでおりましたところ、二宮尊徳の

言葉に『それ人道は水車のごとし、半分は水に従い、半分

は流れに逆らいのぼりて、運転留まらず』というのがあり

ます。私は、このロータリーの事業も、水車が動きそして、

回転するのと同じ方法を用いることが必要だ、という教え

を教訓にしようと考えました。

　水車が半分は水に従い、半分は水に背くことで、回転し

続けるということであります。その人に与えられた立場に

よっても違ってきますが、焦らず、粘り強く、その繰り返し

をしていくうちに、“水車”は、ほどよく回転していくと、

確信しております。

　また、第３回目の例会までは、ロータリーの情報などで

時間がいっぱいでしたので、話を差し控えておりましたが、

会長挨拶でなにか特徴を出すことはないか、と考えており

ましたところ、やはり、私は樹木のことをご紹介したほう

が、一番良いと思い、『誕生日の樹』として、1年３６５日

のそれぞれの樹を紹介して参りたいと思います。

　本日、７月２２日の誕生日の樹は『クワ』という樹で、

黒紫色の実をつけます。シルクの生産が盛んな頃は、親し

み深い樹でした。クワの樹皮を、和紙の原料にしたことも

あり、光沢のある材質は、家具・茶道具などにも使われて

いました。という具合に、時間がある時にご紹介をさせて頂

きますので、よろしくお願い申し上げ、挨拶にさせて頂きます。

P1.

本日の出席率82.5％・会員数40名・出席33名・欠席7名・ビジター1名／前々回の修正出席率97.5％・出席33名・メークアップ6名・出席指定除外0名

親睦活動委員長　野村和義君

８月７日 ( 土 ) 納涼例会の参加申込書の締切りは昨日まで

でした。人数の把握ができないと全くといっていい程準備

ができませんので、今週までにお願い致します。

社会奉仕委員長　溝上純一郎君

先日１９日　“海の日”　鹿子前パールシーの清掃に朝から暑

い中に１９名の会員の皆様が参加していただきました。



私は、３０年以上、主に「笑い」を

提供するテレビ番組や舞台の企画・

構成をしたり、台本を書いたり、時

には、演出をして来ました。そうし

た経験と実績から「ふるさと佐世保

の為に」と依頼されて引受けた仕事

が二つあります。

一つは、平成１４年市政１００周年の記念に市民１００人

参加してアルカス SASEBO 大ホールで行なった「佐世保版・

新春吉本新喜劇」と平成２０年ロータリークラブの依頼に

より、アルカス中ホールで行った「市民による親子漫才」

の作・演出です。

この経験から、佐世保市民の特に子供たちが笑いの感性に

優れている事と同時に「笑いの発信があまり東京や大阪に

偏り過ぎている事」に気づかされました。

この現象は、長年、東京や大阪から発信してきましたが、「笑

い」に限らず、地産地消が当たり前の昨今、その「オリジ

ナリティ」を大切にするという事です。「笑い」の地産地

消があってもという訳で、８月７日コミセンで私が企画し

た「柳家喬太郎・小宮孝泰二人会」の同じ舞台で、佐世保

の子供たちによる佐世保のオリジナル落語を披露します。

只今特訓中で、佐世保ならではのオリジナリティ溢れる落

語会にします。是非いらして下さい。

第936回　平成22年7月22日号 P2.

本日の合計　　　　   10,000 円

本年度の累計　　　140,000 円

放送作家　海老原靖芳氏　「佐世保と笑い」

今迄で参加者が多い方だったと思いますが、中央会のゴ

ルフにも参加された方、ご苦労様でした。

２０周年記念実行委員会委員長　長富 寿人君

次回７月２９日の例会でのクラブフォーラムは、２０周年事業に

ついて各部会からの報告と、会員皆様との意見交換をしたいと

思います。

中央会幹事　岩政孝君

７月１９日、三川内にて第１回中央会を行いました。優勝　古川

直記君、準優勝　古賀純男君。山瀧正久君も初参加で大健闘さ

れております。皆様、次回も参加ご協力をお願いします。

佐世保ロータリークラブ　遠田公夫様

第１回佐世保かっちぇて落語会企画の海老原さん、ドサ回り

講演ご苦労様です。お陰様でチケットも残り少なくなりました。

田雑 豪裕会長 ・ 西村 浩輝副会長 ・ 南部 建幹事

猛暑が続いています。日本の夏には日本の夏向きに作られた

家や庭が一番だと言います。ここにハウスメーカーを主宰

する南部幹事と日本庭園の造園が得意な田雑会長、それか

らもしもの時の保険を扱う西村副会長がいます。みなさん

セットでいかがですか？本日のゲスト卓話は海老原さんを

お招きいたしました。面白いお話が聞けそうです。よろし

くお願いします。また、例会後に２０周年実行委員会の会

議もありますので、関係者の皆様、よろしくお願いします。

さらに１６時から会員研修会もありますので、よろしくお

願いします。

２０周年実行委員長　長富寿人君

まずは９月２６日のふれあいコンサートの成功のため、全

員のご協力をお願いします。

田端茂君

前田眞澄君、瀬戸越町は梅雨あけしてないのですか？梅雨

があけたらバイクを取りに行くように言ってましたが、女

性もバイクも乗るだけではダメよ。滋賀県大津市までバイ

クで日帰りしました。所用時間２６時間４８分。走行距離

１６０４㎞。

崎山信幸君

皆さんお久しぶりです。「さきやま」でございます。田雑

新会長のもと、早くもひと月になろうとしていましが、私、

「さきやま」新体制の例会に今日が初出席です。「時」同じ

くして、天下分け目の戦いをしておりました関係で、不義

理を致しましたことを深くお詫び申し上げます。尚、遅れ

ばせながら、全員ニコニコ分を納めさせていただきます。

川﨑洋一君

中央会デビューのキャンセルとなったギックリ腰の影響で

次回例会　　７月２９日 （木）　１２：３０〜

次々回例会　８月７日 （土）　１８：３０〜

SAA ：浅野 訓一君／音響：四元 清安君

　

担当：竹本　慶三君

現在進行形の案件全て渋っています。各方面へのお詫びと

ご報告を合理的にここでまとめてさせていただきます。今

しばらくお待ち下さい。

瀬戸浩君

納涼例会に欠席致しますので、親睦活動委員会の皆様に申

し訳なく、ニコニコ致します。多分、他の欠席メンバーの

方もされるのではないかと思います。

親睦活動委員会一同

８月７日 ( 土 ) の納涼例会の参加受付は昨日で終了致しま

した。たくさんの会員の皆様に参加頂き船が沈没しそうで

すが、楽しい納涼例会にしたいと思っています。会費収入

がギリギリですので、どうかドタキャンをしないように、

お願い致します。
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